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健学、看護学、福祉論、環境学などなど、 ほんとうに人文 ・社会 ・自然科学をまたにかけた人
材がそろっている。
だから、どんなテーマで議論 しても、発表 した当人があっと驚 くような斬新な視点がいっ も
誰かから提示 されて、共同研究 とはこういうものなのだと感嘆させられることがほんとうに多
かった。それだけではなく、「自由」で 「多元主義的」(柴谷篤弘氏の感想)な 雰囲気の中で、
人文 ・社会 ・自然科学の研究者たちが、時間を忘れて延々議論 を続行することを通 して、あら
たな知の可能性が現在進行形でいまここで切 り開かれているという興奮を何度 も体験すること
となった。そ してこの研究会は、日文研の他の共同研究の平均値と較べても、メンバーの出席
率がかなり高 く、また多彩な顔触れによる 「何でもあり」のディスカッションの盛 り上が りも






この研究会の成果 は、ひとっにはこの報告書として結実 した。 しかしそれと同時に、3年 間




もちろん、一般の読者が本書を読まれて も、そこか ら様々な視点を得たりや刺激を受 けるこ















第2回 研究会[重 点科研 「文明と環境」 と合同で開催]
原田正純(ゲ スト)「水俣病の医学的、社会的研究一水俣病の真の原因は何か」
石牟礼道子(ゲ スト)「文明の母層 ・その自然一水俣より」





カール ・ベッカー 「生と死が出会うところ一臨死体験からQOLま で一」




横尾京子 「QOLと 看護一患者の権利の観点か ら」















報告者:井 部俊子(ゲ ス ト)片 田範子(ゲ スト)志 自岐康子(ゲ ス ト)
宮地尚子 「死をめぐるポリティクスー医師の告知言説」









村瀬ひろみ 「仕組まれたセクシャリティの悲劇一AV女 優 ・黒木香の場合」













坂田昌彦 「現代版 ・看取り結社の構築 に向けて」










森岡正博 「人間の生命の3っ の本性 と生命の欲望」
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